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巻◆頭◆言

アベノミクスにおける成長戦略の一環として、昨年来、ス

チュワードシップ・コードやコーポレートガバナンス・コー

ドが立て続けに制定・施行された。これを受け、投資家と

経営者との関係は、今までとは異なる新たなステージに

入った。経営者は、これまで以上に積極的にIRに関与し、

自ら動くことが求められている。

これまでのIRは、投資家に対し、経営計画やその結果で

ある決算を説明し、理解と評価を得ながら株式の購入・保

有につなげてもらうというスタイルが主流であったように

思う。情報開示中心のIR、あるいは株価向上のためのIRと

いう色彩が強かった。今後もかかる活動は必要だが、これ

からはこれにとどまることなく、投資家と積極的かつ建設

的な「対話」を重ねながら、持続的成長や企業価値向上に向

けた施策に活かしていくことが重要になろう。例えば、ROE

向上に向けた取り組みや、コーポレートガバナンスの強化

などのテーマについて、投資家と経営者が真剣に意見をぶ

つけ合い、互いに切
せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

する。これらを通じて、持続的

成長や企業価値向上が実現され、互いに果実を得るという

win-winの関係構築が望ましかろう。

思い返せば今から15年ほど前、私は一つの教訓を得た。

会社の経営が非常に厳しい状況に置かれた時のことである。

当時、投資家は会社に対してNoを突き付け、株価は危機

的な水準にまで大きく下落した。経営計画を掲げるも未達

が繰り返され、コミットメントが守られない…投資家から

の信頼がまったく得られていない状態であった。これを教

訓として、その後は投資家との「対話」に注力し、自ずと投

資家の目線を意識した経営を進めることとなった。投資家

の期待リターンを上回る利益の追求を最重要課題とし、そ

の課題達成に向けての制度や仕組みを種々導入することで、

業績は大きく回復し、事業基盤は大幅に強化された。

言わずもがな、企業の持続的成長と企業価値向上が経営

者の使命。その使命を果たすためには、企業を厳しく見つ

めている投資家の声に、経営者自ら積極的に耳を傾ける必

要があるのは自明の理である。決して楽ではない、地道な

活動だが、これが持続的成長と企業価値向上の鍵になって

いるのも、また事実である。
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これからのIR
～投資家との「対話」の先にあるもの～

今月の表紙：シリーズ国花
【マリーゴールド／アラブ首長国連邦】
原産はメキシコで、日本には江戸時代に入ってきまし
た。聖母マリアの祭日に咲いていたことから「マリア
様の黄金の花」とも呼ばれています。
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